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＜小学校＞ 上段：人数 下段：出現率 

 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度  全国（Ｒ５年度） 
文 京 区 
(出現率)％ 

79 
(0.89) 

91 
(0.93) 

139 
(1.36) 

173 
(1.64) 

184 
(1.67) 

 
130,370 

(2.1) 東 京 都 
(出現率)％ 

5,217 
(0.88) 

6,317 
(1.06) 

7,939 
(1.33) 

10,695 
(1.78) 

13,275 
(2.21) 

 

＜中学校＞  

 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度  全国（Ｒ５年度） 
文 京 区 
(出現率)％ 

107 
(5.08) 

125 
(5.75) 

135 
(5.89) 

183 
(7.74) 

202 
(8.46) 

 
216,112 

(6.7) 東 京 都 
(出現率)％ 

10,851 
(4.76) 

11,371 
(4.93) 

13,597 
(5.76) 

16,217 
(6.85) 

18,451 
(7.80) 

 

 ※出現率＝不登校者数÷在籍者数Ｒ６．２×１００（％） 
「４ 不登校」(Ｒ５年度) 

〇不登校児童生徒について把握した事実（複数回答可） 

（小学校） 

①「学校に対してやる気が出ない等の相談があった」       （１０２名） 

②「親子の関わり方に関する問題の情報や相談があった」     （ ２８名） 

③「生活リズムの不調に関する相談があった」          （ ２５名） 

④「いじめ被害を除く友人関係をめぐる問題の情報や相談があった」（ ２３名） 

（中学校） 

①「学校に対してやる気が出ない等の相談があった」       （ ８０名） 

②「生活リズムの不調に関する相談があった」          （ ４４名） 

③「学業の不振や頻繁な宿題の未提出が見られた」        （ ４３名） 

④「親子の関わり方に関する問題の情報や相談があった」     （ ２８名） 

 

○不登校対応への主な取組例 

・文京区内全小・中学校に区スクールカウンセラーを週２日配置し、都スクールカウンセラ

ーと２名体制で週３日（一部の学校で週４日）勤務することで、学校における児童・生徒

とその保護者の相談活動、教員へのコンサルテーション、相談活動及び心理教育の啓発を

行っている。また、区スクールカウンセラーと都スクールカウンセラーが連携し、全員面

接（小５・中１）を実施した。 
・区スクールソーシャルワーカーを１０名に増員し、令和５年度は、小学校１０校、中学校

１０校に配置した。 
・小・中学校合計１０校に校内居場所（別室）を設置し、別室で児童・生徒に多様な学びの

場を提供した。設置校には校内居場所（別室）対応指導員を週５日配置し、連携を図りな

がら対応している。 
・不登校児童・生徒が自分の状況に応じて「学びの場」や「居場所」を選択し、利用できる

環境として、民間ＮＰＯ法人との連携によるオンラインシステム「room-K」を活用した

不登校支援を実施した。 
・不登校児童・生徒の保護者を対象にした進路説明会の開催や本区の不登校支援の仕組みや

不登校に関する相談窓口を取りまとめた保護者提供用『不登校支援リーフレット』を配布

するなど、保護者の支援を行った。 
 

 

４ 不登校 
定義：何らかの心理的、情緒的、身体的あるいは社会的要因・背景に

より、児童生徒が登校しないあるいはしたくともできない状況
にある者（ただし、病気や経済的理由による者を除く。）。 

 


